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 Weekly Report 第 128回例会 2016年 3月 16日（水） 
 

名古屋アイリスロータリークラブ 
RID2760 THE ROTARY CLUB OB NAGOYA IRIS 
～ 世界へのプレゼントになろう  Be a gift to the world ～ 

2015-16 年度国際ロータリー会長 K.R.“ラビ”ラビンドラン 
 

例会日：毎週水曜日 13:00～14:00 

例会場：ANAクラウンプラザ グランコートホテル名古屋 

創 立：2013 年 6 月 5 日 

会 長：安井 忠   「楽しく・深く理解するアイリス」 

 

 

■ 斉唱 それでこそロータリー 

■ 司会 片桐 栄子 会員 

■ 出席者報告 出席者数 29 名 / 会員数 37名 

出席率  78.4％ 

 前々回(第 126 回)修正出席率は 81.1％(30/37) 

■ビジター・ゲスト 

名古屋北 RC 特別代表 浦野 三男 様 

丸の内 RC 磯部 とおる様 

（株）東海東京調査センター 隅谷 俊夫様（本日

卓話の講師） 

グエン・フォンさん（奨学生） 

■ ニコボックス報告 

安井 忠 会長 

やっと春らしくなりました。米山奨学生 フォン君、

久しぶりです。 

浦野 三男 特別代表 

日本１００名城の写真展が３月１４日無事終了いた

しました。皆様の友情に感謝申し上げます。 

荒山 久美 直前会長 

殿方の会員の皆様へ 

先週はホワイトデーの贈り物を賜り誠にありがとう

ございました。しかしながら当クラブの出席率同様、

回収率が悪いように感じます。なにとぞよろしくお

願いいたします。（ＰＳ．その後、無事に回収率１０

０％に至ったとのことです。） 

本日、フォンさんを例会にお連れしました。 

 

桜井 孝充 会長エレクト 

隅谷様 本日はお忙しい時間にアイリスロータリー

クラブのたまにお越しくださり、ありがとうござい

ます。当クラブの会員は隅谷様のことをお待ち申し

上げておりました。感謝。 

綿貫 達雄 会員 

岩崎さまのおかげで、入手困難なチケットを確保で

きました。感謝。 

加藤 正広 会員 

本日、メールにて鈴田神木委員長から送りました内

容について破棄してください。それは私の親睦夜間

例会の欠席返事のものです。ゴメンナサイ。 

梅澤 真臣 会員 

本日、東海東京調査センターの隅谷が卓話をさせて

いただきます。皆様方の今後の社業の参考となれば

幸いです。感謝！ 

深見 和久 会員 

昨日から弊社にもベトナムの子会社から２名の技術

者がきています。日本は寒いといってユニクロで買

ったウルトラダウンがベトナム製で本人苦笑の巻で

した。 

安井 嗣博 会員 

息子が学校で風神の絵を描いたのを見たら、とても

上手でびっくりしました。 

■会長挨拶 

織田信長にとって 生涯最悪の条件下で挑んだ

のが永禄三年(１５６０)五月の 桶狭間の戦い
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であった。このとき彼の心を支えていたのは「お

やじ殿は今川に勝った事がある」今は亡き父へ

の思慕であった。 

一般には知られていないが 信長の父・信秀は

「とりわけ器用の仁にて」【信長公記】と 記さ

れるほどの人物であった。この器用は後世にそ

の意味が衰弱してしまったものの、本来は華や

いで実がともない、さらには清潔だとの語感が

あり このうえない褒め言葉であった。 

つまり信秀は紛れもない一廉の人物であった事

が知れる。彼は信長(幼名・吉法師)が生まれる

と 那古野(現・愛知県名古屋市中区)に 城を

築いて息子をそちらへ。自身は新たに築城した

古渡城へ移った。 

信秀はなぜこの様な行動をとったのか。これに

は信秀の吉法師に対する教育方針が深くかかわ

っていた様に思われる。理屈なしに自然に父を

認め敬慕し、「父に励まされたい」と思うような 

そんな子供心を形成すべく信秀は「偉大な父親

像」を演じ続けたのである。居城を別にし息子

に合うおりにはつとめて名将らしい嗜みを見せ

るべく振舞った。 

また 信秀の非凡さは己の代を(不安の時代) 

次の息子の世を(危機の時代)と看破していたと

ころにも如実であった。尋常一様ではさらなる

乱世＝危機の時代は乗り切れない。克服するた

めには並はずれた精神力と体力を持つしかなか

った。筆者はこの父なくして後年の信長はなか

ったと確信している。 

この時代 教養には三つの柱があった。儒学と

仏教と歌学。特に歌学は 日本語としての磨か

れた詞藻を育むものとして重要視されていた。 

加えて 中国の古典教養。 

それらを次から次へと詰め込み 暗記させて身

につけさせかたわら脆弱にならないよう 武芸

にも精を出させている。ある種の「帝王学」と

言ってもよかった。信長の宿敵となる武田信玄

や上杉謙信 朝倉義景などはまさにこうした 

教育を徹底して受けている。 

ところが信秀は この一般的「帝王学」の教育

を否定した。「次から次へと題目をもうけては 

物事の本質を考える余裕が無いではないか」教

育を詰め込むものだと勘違いしているのは今も

昔も変わらない。 

だが 人間は機械ではないので 矢継ぎ早に次

から次へと駆り立てられては自発的な思考を養

う余裕など無くなってしまう。 

信秀は その事を痛感していた。その証左に 

自らが我が子の教育を細かく指示する事もなく 

詰め込み式の教育を施した跡もみられない。 

したいと自発的に申し出たもの興味を持った事

だけを徹底して我が子 信長にはやらせている。 

信秀という人のおかしさは 自分はあくまでバ

ランス感覚に富んだ常識人であったにもかかわ

らず 後継者を己と同一の鋳型にはめようとは

しなかった点にある。後年 信長に煩悩や劣等

感の片鱗さえ無かったのはこうした教育の成果

ではなかったろうか。 

信長は この父によって「天下布武」にいたる

個性を与えられたのである。 

この父を皆様聞いて頂き はたと自分の事に当

てはめてゾッートしている方はみえませんか？

日本の教育は詰め込み教育が行き過ぎてゆとり

教育に昨今なりました。 

結果 世界の教育知能ランクが落ちてしまい又 

もう一度教育方針を変えようとの議論が始まっ

ています。そして 人よりひいでた能力のある

人 数学であれ国語であれ英語であれスポーツ

であれ その分野で一流であれば国立大学と言

えども推薦入学が出来る様になって来ました。 

信長の父は 自分は帝王学を学んだ常識人であ

ったにもかかわらず 息子である信長を自分と

同じては無く自発的な思考を持った人間にする

様 教育をしました。 

自分と同じ様な人間にしようとする親がみえま

すが本人の能力を見極め引き出してやるのが子
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供に対する教育であると思います。 

 

 

■委員会報告 

社会奉仕委員会 鬼頭容子委員長 

名古屋大学医学部付属病院小児内科・元気プロジェ

クトの活動支援について、 

① 入院中の子供たちにとって「生活と学びの場であ

る病院」で使用する文具、おもちゃ、本当を寄贈

する 

② 同科の医師が現在設立準備を進められている「小

児がん基金（仮称）」準備費用の一部を負担する 

ことを企画し、実施中です。 

 

■卓話「２０１６年春の景気・市況見通し」 

（株）東海東京調査センター 投資戦略部長 隅谷俊夫 

 

添付した資料を基に、プロジェクターも利用し、大変内

容のある、かつ景気判断に有益なお話をいただきまし

た。 

 

 

 

 

 

以上 


